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第1章  対象事業 

1.1  事業者の氏名及び住所 

事業者の名称  西日本旅客鉄道株式会社 

代表者の氏名  代表取締役社長 長谷川一明 

主たる事務所の所在地 大阪市北区芝田二丁目 4番 24号 

 

1.2  対象事業の名称及び種類 

名称 奈良線第２期複線化事業 

（JR藤森～宇治・新田～城陽・山城多賀～玉水間複線化） 

種類 普通鉄道の改良 

 

第2章  対象事業の目的及び内容 

2.1  対象事業の目的 

国際観光文化都市である京都～奈良間を結ぶ奈良線は、旅客の利用が着実に増加し続けて

いる。平成 13 年 3 月完成の第１期複線化事業では、完成前の混雑率が 146%に達していた

ことを受け、輸送力の増強を目的として京都～JR 藤森・宇治～新田間（約 8.2ｋｍ）の部

分複線化等の整備を行ってきた。一方、平成 28年 3月時点の混雑率は最大 107%程度に収ま

っているものの、ダイヤが乱れた際の影響が、複線化されている他の路線に比べて長時間に

及ぶことや行違い待ち時間の発生等、単線区間が介在することに起因した課題も残ってい

た。 

本事業の目的は、単線区間の一部を複線化することにより、異常時のダイヤの回復性を向

上させること及び列車行違い待ち時間を解消することで時刻表に則った安全・安定輸送を図

ることにより、沿線の利用者の利便・快適性の向上に寄与するとともに、線区全体の輸送品

質を向上させることである。 

 

2.2  対象事業の内容 

2.2.1  対象事業実施区域の位置 

対象事業実施区域の位置は、図 2-1に示す、JR 藤森～宇治間、新田～城陽間、山城多賀

～玉水間の 3 区間である。 
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2.2.2  事業計画 

(1)  延長 

第 2 期複線化延長：14km 

・JR 藤森～宇治間（9.9km） 

・新田～城陽間 （2.1km） 

・山城多賀～玉水間（2.0km） 

※京都～城陽間の完全複線化 

奈良線総延長（京都～木津間）34.7km 

線区複線化延長 22.2km、複線化率 23.6％→64.0％ 

(2)  構造 

a) 地平構造 ：約 6.2km（約 45％） 

b) 盛土構造 ：約 3.6km（約 25％） 

c) 掘割構造 ：約 3.7km（約 26％） 

d) 橋梁・架道橋構造 ：約 0.5km 

山科川橋梁(46.0m)、宇治川橋梁(230.5m) 

その他橋梁(26 橋) ※開きょ等を含む 

(3)  単線・複線等の別及び動力 

単線・複線の別 ：複線 

動力 ：直流 1,500 ボルト 

(4)  列車の最高速度 

最高速度 ：時速 110km 

 

2.2.3  対象事業の工事の進捗状況 

工事完了後、第 2期複線化事業は、2023年 3月 18日に開業し供用を開始した。 
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図 2-1 対象事業実施区域の位置 



 

4 

 

第3章  評価書に記載した環境保全対策の実施状況 

3.1  騒音に係る環境保全対策 

騒音に係る環境保全対策の実施状況は、表 3-1に示すとおりであり、評価書（平成 28年

3月）に記載した環境保全対策を履行した。 

 

表 3-1 評価書に記載した環境保全対策の実施状況（列車の走行に係る騒音） 

評価書に記載した環境保全対策 
履行状況 

環境項目 環境保全対策の実施内容 

騒音 

防音壁の設置 

各測線付近の住居等が分布する区間におい

て、防音壁（1.0～3.0m）を設置した（表 5-1

参照）。 

レールの継目解消・軌道構造

の改良 

測線 No.6、No.10及び No.20付近において、

レールの継目解消、分岐器を撤去した。 

吸音材の設置 

測線 No.20 及び No.21 付近の住居等が分布

する区間において、吸音板を設置した（表 

5-1参照）。 

適切な維持管理 

レール頭面の平滑性の維持、レールの歪み

直し、道床バラストの締固め・補充、車輪転

削等、軌道及び車両の適切な維持管理を実

施した。 

 

3.2  振動に係る環境保全対策 

振動に係る環境保全対策の実施状況は、表 3-2に示すとおりであり、評価書（平成 28年

3月）に記載した環境保全対策を履行した。 

 

表 3-2 評価書に記載した環境保全対策の実施状況（列車の走行に係る振動） 

評価書に記載した環境保全対策 
履行状況 

環境項目 環境保全対策の実施内容 

振動 

レールの継目解消・軌道構造

の改良 

測線 No.6、No.10及び No.20付近において、

レールの継目解消、分岐器を撤去した。 

適切な維持管理 

レール頭面の平滑性の維持、レールの歪み

直し、道床バラストの締固め・補充、車輪転

削等、軌道及び車両の適切な維持管理を実

施した。 
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3.3  知事意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況 

知事意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況は、表 3-3 に示すとおり

である。 

平成 27年 8月 7 日付け 7環第 358 号をもって京都府知事から申述を受けた「環境の保全

の見地からの意見」とその事業者見解として平成 28 年 3 月評価書に記載した環境保全対策

について履行した。 

 

表 3-3 知事意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況 

知事意見に対する事業者見解に基づく環境保全体対策の実施状況 履行

状況 環境項目 知事意見 事業者見解 

騒音 「在来鉄道の新設又は大規模改良

に際しての騒音対策の指針について

（平成７年環大―第 174 号）」に基づ

き、列車走行に伴う「騒音レベルの状

況を改良前より改善すること｡」を確

実に実施し、環境保全措置の設定につ

いて、振動も含めて、事業者が実行可

能な範囲内でできる限り環境への影

響を回避・低減しているかについて評

価し、記載すること。 

「在来鉄道の新設又は大規模改良に際し

ての騒音対策の指針について（平成 7 年環

大―第 174 号）」に基づき、列車走行に伴う

「騒音レベルの状況を改良前より改善する

こと。」を確実に実施します。 

また、鉄道騒音に係る環境保全措置の設

定について、事業者の考え方を記載し、回

避・低減に係る評価を行いました。 

なお、鉄道振動の低減には主要因である

レール転動部分の発生源対策が重要と考え

ており、新品の軌道材料（レール、バラスト）

の使用を基本とすること及び供用開始後の

適切な維持管理を実施することを記載し、

回避・低減に係る評価を行いました。 

実施 

騒音、景観、

日照阻害 

予測地点及び予測地点以外の場所

での、防音壁等の騒音・振動に係る環

境保全措置の決定に当たっては、騒音

等の増加の要因となる車両速度、路線

構造の変化、住居等の近接度合いなど

を踏まえて検討し、検討した保全措置

の内容、効果及び景観や日照に与える

影響について周辺住民に示した上で、

合意形成を図ること。また、学校・病

院等、特に環境保全上の配慮が必要な

施設については、その設置者との合意

形成を図った上で措置の内容を決定

すること。 

予測地点及び予測地点以外の場所での防

音壁等の騒音・振動に係る環境保全措置の

決定に当たっては、騒音等の増加の要因と

なる車両速度、路線構造の変化、住居等の近

接度合いなどを踏まえて検討し、検討した

保全措置の内容、効果及び景観や日照に与

える影響については、工事の実施前に沿線

住民に対して丁寧な説明を行い、合意形成

を図ります。 

また、学校・病院等、特に環境保全上の配

慮が必要な施設については、その設置者と

の合意形成を図った上で措置の内容を決定

します。 

実施 

騒音、振動 鉄道騒音・振動による環境への影響

の低減を持続させるため、レール削正

や車輪転削等の維持管理を適切に実

施し、周辺住民からの苦情等には適切

に対応すること。 

鉄道騒音・振動による環境への影響低減

を持続させるため、レール削正や車輪転削

等の適切な維持管理を実施します。また、周

辺住民からの苦情等についても適切な対応

に努めます。 

実施 

騒音、振動 鉄道騒音・振動の事後調査を適切な

時期に実施し、環境影響が予測を上回

る場合は必要な環境保全措置を実施

すること。 

鉄道騒音・振動の事後調査は、事業が完了

した段階の適切な時期に実施し、その結果

を踏まえ、指針等に基づく必要な環境保全

措置を実施します。 

実施 
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3.4  近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況 

近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況は、表 3-4 に

示すとおりである。 

 

表 3-4(1) 近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況 

近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全体対策の実施状況 履行

状況 環境項目 近畿運輸局長の意見 事業者見解 

騒音、振動 （１）列車走行に伴う騒音及び振動につ

いて 

本事業の供用に当たり、複線化による

列車速度の向上、列車のすれ違い及び線

路中心線の沿線住居への近接等により、

列車走行に伴う沿線住居等への騒音及び

振動の影響が懸念される。 

また、本事業は輸送力の増強を目的と

する計画ではないが、今後の JR奈良線の

利用者数の推移、JR奈良線沿線の社会状

況の変化等を踏まえ、本事業に伴う 環境

影響を適切に把握する必要があることか

ら、以下の措置を講ずること。 

①列車走行に伴う騒音について、「在来鉄

道の新設又は大規模改良に際しての騒音

対策の指針について」（平成 7 年 12 月 

20 日、環大―174 号）に規定されている

大規模改良線の指針の達成に向け、音源

対策を基本として、下記（イ）～（ニ）

を講じ、住居等保全対象への騒音影響を

回避・低減すること。 

（イ）本事業の実施に当たり、下記［ⅰ］

～［ⅲ］をはじめとする適切な 環境 保

全措置を講じ、転動音、車両機器音及び

構造物音の低減を図ること。 

［ⅰ］転動音の低減措置：分岐器設置及

び改変しない区間を除く本事業区間のロ

ングレール化並びに軌道及び車両の維持

管理 

［ⅱ］車両機器音の低減措置：103 系車

両からの代替を図ることによる低騒音型

機器搭載車両の導入推進 

［ⅲ］構造物音の低減措置：鉄橋におけ

るコンクリート床版化の極力導入 

列車走行に伴う騒音について、「在来鉄

道の新設又は大規模改良に際しての騒音

対策の指針について」（平成 7年 12月 20

日、環大―174号）に規定されている大規

模改良線の指針の達成に向け、音源対策

を基本として以下の措置を講じ、住居等

保全対象への騒音影響を回避・低減しま

す。 

［ⅰ］本事業区間において、列車の折り

返しや待避を行うために必要な分岐器設

置区間及び本事業で改変しない区間を除

いては、ロングレール化を実施します。

あわせて、レール頭面の平滑性の維持、

レールの歪み直し、道床バラストの締固

め・補充、車輪転削等、軌道及び車両の

適切な維持管理を実施します。 

［ⅱ］当社の車両取替え計画においては、

103 系車両を優先的に廃棄していくこと

になっております。JR奈良線の取替え時

期は現時点で未定ですが、順次取替えを

進めるなかで、引き続き低騒音型機器搭

載車両の導入推進に努めます。 

［ⅲ］本事業の実施にあたっては、可能

な限り鉄橋におけるコンクリート床版化

の計画構造を採用することを基本とし

て、関係管理者との協議を進めておりま

す。 

実施 

騒音 （ロ）本評価書の予測地点以外の区間に

おいても、住居等保全対象の立地条件を

勘案した上で、上記指針の達成に必要な

騒音低減効果を有する防音壁の設置を基

本とする適切な環境保全措置を講じ、騒

音影響を低減すること。 

また、防音壁の設置について、沿線住民

からの意見を踏まえ、日照阻害や住居等

保全対象からの圧迫感等も考慮した上

で、適切に騒音影響を低減できる位置、

高さ、材質等を決定すること。 

予測地点以外の区間においても、住居

等保全対象の立地条件を勘案した上で、

防音壁の設置を基本とする適切な環境保

全措置を講じ、騒音影響を低減します。

なお、検討した保全措置の内容や効果及

び日照に与える影響や圧迫感等につい

て、工事の実施前に沿線住民に対して丁

寧な説明を行ったうえで、住民からの意

見に配慮し、最終的な位置、高さ、材質

等を決定します。 

実施 
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表 3-4(2) 近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全対策の実施状況 

近畿運輸局長の意見に対する事業者見解に基づく環境保全体対策の実施状況 履行

状況 環境項目 近畿運輸局長の意見 事業者見解 

騒音 （ハ）ロングレール化が困難な分岐器設

置区間は、他区間と比較して衝撃音によ

る騒音影響が大きくなるおそれがあるた

め、適切な防音壁を確実に設置すること。 

本事業区間において、新たに分岐器を

設置する箇所につきましては、防音壁を

確実に設置します。 

実施 

騒音 （ニ）掘割構造の壁面等からの反射音に

伴う住居等保全対象への影響を、防音壁

の設置等により適切に低減できない場合

は、反射音の発生対象物における吸音材

の設置等、適切な 環境保全措置を講じ、

反射音を低減すること。 

掘割構造の壁面等からの反射音に伴う

住居等保全対象への影響を、防音壁の設

置等により適切に低減できない場合は、 

法面等に吸音材を設置する等、現地の状

況にあわせて適切な環境保全措置を講

じ、反射音を低減します。 

実施 

振動 ②列車走行に伴う振動について、「環境 

保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策

について（勧告）」（昭和 51 年 3 月 12 

日、環大特 32 号）に規定されている指

針の達成に向け、振動源対策を基本とし

て、ロングレール化、枕木の高剛性化・

重量化、軌道及び車両の維持管理等、適

切な環境保全措置を講じ、住居等保全対

象への振動影響を回避・低減すること。

また、上記（１）①の騒音対策と連携し

て効果的に実施すること。 

上記（１）①の騒音対策と連携してロ

ングレール化、枕木の高剛性化・重量化、

軌道及び車両の維持管理等適切な環境保

全措置を効果的に講じ、住居等保全対象

への振動影響を回避・低減します。 

実施 

騒音、振動 ③列車走行に伴う騒音及び振動に係る事

後調査を適切に実施し、その測定結果が

上記指針を達成しない場合は、住居等保

全対象の立地条件を勘案した上で、それ

ら指針の達成に必要な追加的な環境保全

措置を講じ、列車走行に伴う騒音及び振

動の影響を低減すること。 

鉄道施設の供用後、鉄道工事及び防音

壁等の環境保全措置の施工が全て完了し

た時点で事後調査を適切に実施します。

事後調査の結果、指針を達成しない場合

は、住居等保全対象の立地条件を勘案し

た上で、指針の達成に必要な追加的な環

境保全措置を講じ、列車走行に伴う騒音

及び振動の影響を低減します。 

実施 

騒音、振動 ④本事業の供用に当たり、本評価書にお

ける列車走行に係る予測条件が変更し、 

環境影響が大きくなるおそれがある場合

は、列車走行に伴う騒音及び振動に係る

影響について調査、予測及び評価を行い、

適切な環境保全措置を講ずること。 

列車速度や列車本数等に係る予測の前

提条件が具体化する中で、環境影響が大

きくなるおそれがある場合は、供用前ま

でに調査・予測・評価を実施し、適切な

環境保全措置を講じます。 

実施 
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第4章  事後調査の方法 

4.1  事後調査の目的 

事後調査は、予測結果についての不確実性の程度が大きい評価項目について環境保全措置

を講じることとした場合、又は効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講じることとした

場合において、対象事業が周辺の環境に及ぼす影響の程度を把握するための調査である。 

本事業においては平成 27年 11月に縦覧した「奈良線第２期複線化事業（JR藤森～宇治・

新田～城陽・山城多賀～玉水間複線化）環境影響評価書」（以下、「評価書」という。）の事

後調査計画に基づき、列車の走行に係る騒音及び振動の事後調査を実施した。 

 

4.2  事後調査の概要 

事後調査の概要は、表 4-1のとおりである。 

 

表 4-1 事後調査の概要 

環境影響評価項目 

事後調査の概要 環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

騒 音 列車の 

走 行 

事後調査時期 

及び頻度 

供用後 1回 

事後調査を行う

こととした理由 

鉄道騒音の予測は、これまでの環境影響評価に

おいて実績のある手法であり、予測の不確実性

は小さいと考えられる。 

しかし本項目は、沿線住民の生活環境に密接に

関係するため、環境影響評価法に基づく事後調

査を実施した。 

調査項目 鉄道騒音 

調査手法 「在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての

騒音対策の指針について」（平成 7 年 12 月 20

日、環大－第 174号 環境庁大気保全局長通知）

及び「在来鉄道騒音測定マニュアル」（平成 27

年 10月、環境省 水・大気環境局 大気生活環

境室）に定める方法 

振 動 列車の 

走 行 

事後調査時期 

及び頻度 

供用後 1回 

事後調査を行う

こととした理由 

鉄道振動の予測は、これまでの環境影響評価に

おいて実績のある手法であり、予測の不確実性

は小さいと考えられる。 

しかし本項目は、沿線住民の生活環境に密接に

関係するため、環境影響評価法に基づく事後調

査を実施した。 

調査項目 鉄道振動 

調査手法 「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対

策について（勧告）」（昭和 51 年 3 月、環大特

32号）に定める方法 
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4.3  事後調査の結果 

4.3.1  列車の走行に係る騒音の影響 

(1)  調査事項 

1列車毎の単発騒音暴露レベルを測定し、時間帯別等価騒音レベルを算出した。 

その他、最大騒音レベル、車両形式、編成両数、列車種別、列車速度、本数を把握した。 
 

(2)  調査時期及び頻度 

供用後に列車の走行が定常状態になる時期とし、令和 5 年 4 月から 6 月に実施した（表 

4-2参照）。また、調査回数は各地点につき平日・休日の各 1回とした。 
 

(3)  調査手法 

列車の走行に係る騒音の測定は、「在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対策の

指針について」（平成 7年 12月 20、日環大－第 174号 環境庁大気保全局長通知）及び「在

来鉄道騒音測定マニュアル」（平成 27 年 10 月、環境省 水・大気環境局 大気生活環境室）

に定める方法によった。 
 

(4)  調査位置 

調査位置は、評価書に記載する現況調査地点及び予測地点と原則同一地点とし、表 4-2及

び図 4-1に示す 21地点とした。 
 

(5)  調査時間 

測定時間は、連続する 24時間とした（表 4-2参照）。 
 

4.3.2  列車の走行に係る振動の影響 

(1)  調査事項 

振動のピークレベルを測定した。 

その他、車両形式、編成両数、列車種別、列車速度、本数を把握した。 
 

(2)  調査時期及び頻度 

供用後に列車の走行が定常状態になる時期とし、令和 5 年 4 月から 6 月に実施した（表 

4-2参照）。また、調査回数は各地点につき平日・休日の各 1回とした。 
 

(3)  調査手法 

列車の走行に係る振動の測定は、「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について

（勧告）」（昭和 51年 3月、環大特 32号）に定める方法によった。 
 

(4)  調査位置 

調査位置は、評価書に記載する現況調査地点及び予測地点と原則同一地点とし、表 4-2及

び図 4-1に示す 21地点とした。 

 

(5)  調査時間 

測定時間は、連続する 24時間とした（表 4-2参照）。 
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4.3.3  列車の走行に係る騒音・振動の調査日時 

列車の走行に伴う騒音・振動の調査日時は、表 4-2に示すとおりである。 
 

表 4-2 列車の走行に伴う騒音・振動の調査日時 

測線 
番号 

線路 
構造 

キロ逞 
上下
別 

平日 
休日 

調査日時 

1 地平 
29ｋ 
470ｍ 

上り 
平日 令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13 時 

休日 令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13 時 

2 掘割 
29ｋ 
140ｍ 

下り 
平日 令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13 時 

休日 令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13 時 

3 掘割 
28ｋ 
520ｍ 

下り 
平日 令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13 時 

休日 令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13 時 

4 掘割 
27ｋ 
110ｍ 

上り 
平日 令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13 時 

休日 令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13 時 

5 盛土 
26ｋ 
060ｍ 

上り 
平日 令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13 時 

休日 令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13 時 

6 地平 
24ｋ 
500ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15 時 

休日 令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13 時 

7 盛土 
23ｋ 
810ｍ 

上り 
平日 令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13 時 

休日 令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13 時 

8 盛土 
23ｋ 
700ｍ 

下り 
平日 令和 5年 6月 7 日 13時～6月 8日 13時 

休日 令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13 時 

9 盛土 
23ｋ 
400ｍ 

上り 
平日 令和 5年 6月 7 日 13時～6月 8日 13時 

休日 令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13 時 

10 地平 
22ｋ 
300ｍ 

上り 
平日 令和 5年 6月 7 日 13時～6月 8日 13時 

休日 令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13 時 

11 盛土 
21ｋ 
200ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15 時 

休日 令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13 時 

12 地平 
20ｋ 
780ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15 時 

休日 令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13 時 

13 盛土 
20ｋ 
230ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15 時 

休日 令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13 時 

14 盛土 
16ｋ 
160ｍ 

下り 
平日 令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15 時 

休日 令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13 時 

15 地平 
15ｋ 
240ｍ 

下り 
平日 令和 5年 4月 4 日 13時～4月 5日 13時 

休日 令和 5年 4月 8 日 13時～4月 9日 13時 

16 地平 
15ｋ 
180ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 4 日 13時～4月 5日 13時 

休日 令和 5年 4月 8 日 13時～4月 9日 13時 

17 盛土 
14ｋ 
790ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 4 日 13時～4月 5日 13時 

休日 令和 5年 4月 8 日 13時～4月 9日 13時 

18 盛土 
9ｋ 
060ｍ 

上り 
平日 令和 5年 4月 4 日 13時～4月 5日 13時 

休日 令和 5年 4月 8 日 13時～4月 9日 13時 

19 地平 
7ｋ 
840ｍ 

下り 
平日 令和 5年 4月 4 日 13時～4月 5日 13時 

休日 令和 5年 4月 8 日 13時～4月 9日 13時 

20 地平 
27ｋ 
890ｍ 

上り 
平日 令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13 時 

休日 令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13 時 

21 掘割 
22ｋ 
220ｍ 

下り 
平日 令和 5年 6月 7 日 13時～6月 8日 13時 

休日 令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13 時 
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図 4-1(1) 列車の走行に係る騒音及び振動調査地点 
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図 4-1(2) 列車の走行に係る騒音及び振動調査地点 
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図 4-1(3) 列車の走行に係る騒音及び振動調査地点 
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第5章  事後調査の結果 

5.1  調査結果 

5.1.1  騒音 

列車の走行に伴う騒音の調査結果は、表 5-1に示すとおりである。 

近接軌道中心から 12.5m、地上高 1.2m の評価位置における事後調査結果の等価騒音レベ

ルは、平日昼間で 46.6～63.6デシベル、平日夜間で 40.5～57.3デシベル、休日昼間で 47.1

～62.7デシベル、休日夜間で 40.5～55.1デシベルであった。 

 

表 5-1(1) 事後調査の結果 

測線 
番号 

線路 
構造 

環境 
保全 
措置 

評価位置 
（近接軌道
中心からの
距離） 

平日 
休日 

時間 
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査 
結果 

1 地平 
― 

(正面 

農地) 
12.5m 

平日 
昼間 54.0 52.7 61.6 
夜間 48.6 47.0 55.6 

休日 
昼間 54.4 53.1 60.7 
夜間 45.9 43.6 52.8 

2 掘割 
― 

(正面 

公園) 
12.5m 

平日 
昼間 53.0 52.6 53.5 
夜間 47.1 46.7 47.4 

休日 
昼間 53.3 52.9 52.4 
夜間 46.7 46.1 45.1 

3 掘割 
― 

(正面 

公園) 

12.5m 
平日 

昼間 57.8 56.0 58.2 
夜間 52.1 50.2 52.3 

休日 
昼間 58.0 56.3 57.2 
夜間 51.4 49.3 50.1 

4 掘割 
― 

(正面 

農地) 
12.5m 

平日 
昼間 47.9 47.5 51.9 
夜間 41.5 41.3 46.5 

休日 
昼間 48.3 47.8 51.9 
夜間 40.3 40.1 44.1 

5 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 58.6 52.1 50.5 
夜間 52.3 45.7 44.8 

休日 
昼間 58.1 51.3 50.8 
夜間 50.6 43.5 43.0 

6 地平 
防音壁 
RL+1.5m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 59.6 57.4 57.1 
夜間 52.5 50.6 51.0 

休日 
昼間 60.8 57.6 57.3 
夜間 52.8 50.2 49.1 

7 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 59.1 56.9 52.6 
夜間 52.2 51.3 46.8 

休日 
昼間 57.9 57.5 52.8 
夜間 49.4 49.2 45.5 

8 盛土 
― 

(正面 

農地) 

12.5m 
平日 

昼間 58.5 55.6 59.1 
夜間 53.3 50.2 52.8 

休日 
昼間 59.1 57.0 58.2 
夜間 52.0 50.4 51.2 

9 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 59.1 54.9 52.5 
夜間 53.3 49.1 46.6 

休日 
昼間 58.9 55.2 52.3 
夜間 52.4 48.6 45.2 

注 1）防音壁の高さは、レール高からの高さを示す。 

注 2）時間区分 昼間：7時～22時、夜間：22時～翌日 7時  



 

15 

 

表 5-1(2) 事後調査の結果 

測線 
番号 

線路 
構造 

環境 
保全 
措置 

評価位置 
（近接軌道
中心からの
距離） 

平日 
休日 

時間 
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査 
結果 

10 地平 

― 
(正面 

京阪電気 

鉄道) 

16.5ｍ 
平日 

昼間 54.8 52.9 59.6 
夜間 49.5 49.1 54.1 

休日 
昼間 55.2 53.8 58.9 
夜間 48.0 47.9 52.1 

11 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 62.5 57.4 54.0 
夜間 56.4 51.3 48.4 

休日 
昼間 62.1 57.3 53.1 
夜間 55.4 50.5 45.4 

12 地平 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 70.5 64.8 63.6 
夜間 64.6 58.9 57.3 

休日 
昼間 71.1 65.4 62.7 
夜間 64.6 58.9 55.1 

13 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

15.5ｍ 
平日 

昼間 58.4 52.1 50.7 
夜間 52.7 46.5 44.7 

休日 
昼間 58.9 52.3 50.5 
夜間 51.8 45.2 42.6 

14 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 60.8 56.5 52.0 
夜間 54.8 50.5 46.3 

休日 
昼間 61.3 57.0 51.8 
夜間 53.9 49.2 44.5 

15 地平 
防音壁 
RL+2.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 54.7 54.5 55.7 
夜間 49.2 49.2 49.4 

休日 
昼間 55.5 54.7 55.6 
夜間 49.4 49.4 48.9 

16 地平 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 56.0 55.0 58.4 
夜間 51.3 50.7 51.7 

休日 
昼間 56.4 55.3 58.7 
夜間 50.0 49.7 52.1 

17 盛土 
防音壁 
RL+1.0m 

12.5ｍ 
平日 

昼間 55.4 50.5 51.2 
夜間 50.3 45.7 44.5 

休日 
昼間 55.4 50.8 51.2 
夜間 48.5 44.0 44.4 

18 盛土 
― 

(正面 

農地) 
12.5ｍ 

平日 
昼間 52.7 47.4 46.6 
夜間 48.0 46.7 40.5 

休日 
昼間 52.2 46.8 47.1 
夜間 46.2 44.1 40.5 

19 地平 
― 

(正面 

農地) 
12.5ｍ 

平日 
昼間 57.3 52.3 58.4 
夜間 54.2 52.3 54.0 

休日 
昼間 57.2 52.7 58.4 
夜間 52.9 51.7 53.5 

21 掘割 
― 

(正面 

農地) 
12.5ｍ 

平日 
昼間 53.8 51.4 56.2 
夜間 47.9 47.1 50.4 

休日 
昼間 55.2 52.5 55.6 
夜間 49.1 48.0 48.2 

 

注 1）防音壁の高さは、レール高からの高さを示す。 

注 2）時間区分 昼間：7 時～22 時、夜間：22 時～翌日 7 時 
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表 5-1(3) 事後調査の結果 

測線 
番号 

線路 
構造 

環境 
保全 
措置 

評価位置 
（近接軌道
中心からの
距離） 

平日 
休日 

時間 
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査 
結果 

20 

1F 

地平 
吸音板 
防音壁 
RL+3.0m 

8.5ｍ 

平日 
昼間 56.2 45.1 56.9 
夜間 48.8 37.9 50.4 

休日 
昼間 55.1 44.4 56.3 
夜間 47.2 37.6 47.9 

2F 
平日 

昼間 62.1 55.4 59.9 
夜間 54.1 48.1 53.7 

休日 
昼間 59.8 53.1 59.2 
夜間 51.9 46.2 51.2 

4F 
平日 

昼間 60.1 57.7 63.0 
夜間 52.4 50.3 56.9 

休日 
昼間 58.9 56.7 62.4 
夜間 50.5 49.4 54.2 

注 1）防音壁の高さは、レール高からの高さを示す。 

注 2）時間区分 昼間：7時～22時、夜間：22時～翌日 7時 
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5.1.2  振動 

列車の走行に伴う振動の調査結果は、表 5-2に示すとおりである。 

近接軌道中心から 12.5m の評価位置における事後調査結果の振動ピークレベルは、平日

で 45～63デシベル、休日で 44～62デシベルであった。 

 

表 5-2(1) 事後調査の結果 

測線 
番号 

線路 
構造 

環境 
保全 
措置 

評価位置 
（近接軌道
中心からの
距離） 

平日 
休日 

振動ピークレベル（デシベル） 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査 
結果 

1 地平 ― 12.5ｍ 
平日 57 61 56 

休日 56 60 56 

2 掘割 ― 12.5ｍ 
平日 52 54 47 

休日 52 54 48 

3 掘割 ― 12.5ｍ 
平日 56 56 55 

休日 55 55 56 

4 掘割 ― 12.5ｍ 
平日 51 54 47 

休日 50 53 48 

5 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 53 54 54 

休日 53 54 54 

6 地平 ― 12.5ｍ 
平日 49 53 45 

休日 52 56 44 

7 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 56 59 55 

休日 55 58 56 

8 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 53 54 49 

休日 52 53 49 

9 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 50 51 53 

休日 50 51 53 

10 地平 ― 16.5ｍ 
平日 53 54 50 

休日 53 54 51 

11 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 57 59 56 

休日 55 57 56 
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表 5-2(2) 事後調査の結果 

測線 
番号 

線路 
構造 

環境 
保全 
措置 

評価位置 
（近接軌道
中心からの
距離） 

平日 
休日 

振動ピークレベル（デシベル） 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査 
結果 

12 地平 ― 12.5ｍ 
平日 62 62 63 

休日 62 62 62 

13 盛土 ― 15.5ｍ 
平日 59 63 51 

休日 59 63 51 

14 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 51 52 50 

休日 50 51 51 

15 地平 ― 12.5ｍ 
平日 54 55 55 

休日 55 55 56 

16 地平 ― 12.5ｍ 
平日 47 49 52 

休日 47 49 51 

17 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 52 55 51 

休日 52 55 52 

18 盛土 ― 12.5ｍ 
平日 51 55 49 

休日 51 55 50 

19 地平 ― 12.5ｍ 
平日 59 60 58 

休日 58 59 57 

20 地平 ― 8.5ｍ 
平日 55 60 61 

休日 54 59 61 

21 掘割 ― 12.5ｍ 
平日 47 50 46 

休日 47 50 47 

 

5.2  事後調査結果の考察 

5.2.1  環境保全目標 

環境保全目標は、平成 28年 3月評価書に記載した基準又は目標とし、表 5-3に示すとお

りである。 

 

表 5-3 環境保全目標 

環境要素 

の区分 
環境保全目標の根拠 環境保全目標 

騒音 

「在来鉄道の新設又は大規模改良に際し

ての騒音対策の指針について」（平成 7 年

12月 20日環大－第 174 号） 

騒音レベルの状況を改良前より

改善すること 

振動 

「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振

動対策について（勧告）」（昭和 51年 3月、

環大特 32号） 

70デシベル以下 
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5.2.2  騒音 

列車の走行に係る騒音の事後調査結果について、平成 28 年 3 月評価書の予測結果及び事

前調査結果との比較を表 5-4 に示す。この比較結果より、環境保全措置の効果の不確実性

は小さいと考える。 

環境保全目標である「騒音レベルの状況を改良前より改善すること」との整合、測定地点

及びその周辺の状況を踏まえ、事後調査の結果を考察した。 

測線 No.5～No.7、No.9、No.11～No.14、No.17～No.18 については、事後調査の結果、環

境保全目標を達成しており、環境保全措置の効果が機能しているものと考える。特に住居等

が隣接する測線 No.5～No.7、No.9、No.11、No.12、No.14、No.17 においては、防音壁設置

の効果が、予測結果以上であることからも、適切に環境保全措置が機能していると考える。 

また、事後調査結果は予測結果と比べて同様の傾向であり、周辺環境に著しい影響を及ぼ

していないものと考える。 

測線 No.2、No.3、No.4、No.8、No.10、No.15、No.19及び No.21については、事後調査の

結果、環境保全目標を達成していないが、次の理由によるものであり、周辺環境に著しい影

響を及ぼしていないものと考える。 

 

測線 No.2、No.3、No.4、No.8、No.19、No.21：測定地点の正面は公園、農地であり、保全

対象が存在しないことから防音壁の設置対象外としているが、保全対象のあ

る区間は環境保全措置として、防音壁等を設置している。 

測線 No.10：測定地点の正面は京阪電気鉄道が並走しており、保全対象が存在しないこと

から防音壁の設置対象外としているが、保全対象のある区間は環境保全措置

として、防音壁を設置している。 

測線 No.15：事前調査時に測定地点周辺にあった住居のブロック塀（高さ 2.5m）が、事後

調査時には撤去されていたため、事前調査と比べ平日昼間の騒音レベルが 1

デシベル程度増加した。なお、環境保全措置として、防音壁を設置している。 

 

測線 No.1 については、測定地点の正面は農地であり、保全対象が存在しないことから防

音壁の設置対象外としているが、予測結果と比較して、事後調査結果の騒音レベルが大きく

なっているため、今後、関係機関と協議の上、追加の環境保全措置を検討するものとし、別

途、その結果について公表するものとする。 

測線 No.16 及び No.20 については、事前調査結果と比較して事後調査結果の騒音レベル

が大きくなっており、環境保全目標を満足していない。そのため今後、関係機関と協議の上、

追加の環境保全措置を検討するものとし、別途、その結果について公表するものとする。  
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表 5-4(1) 事後調査結果と予測結果、事前調査結果との差 

測線
番号 

休日
平日 

時間
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 
環境 
保全 
目標 

事前調査 
結果 

予測結果 

事後調査結果 

事後調査結果 
予測結果 
との差 

事前調査結果
との差 

1 

平日 
昼間 54.0 52.7 61.6 8.9 7.6 

騒
音
レ
ベ
ル
の
状
況
を
改
良
前
よ
り
改
善
す
る
こ
と 

夜間 48.6 47.0 55.6 8.6 7.0 

休日 
昼間 54.4 53.1 60.7 7.6 6.3 

夜間 45.9 43.6 52.8 9.2 6.9 

2 

平日 
昼間 53.0 52.6 53.5 0.9 0.5 

夜間 47.1 46.7 47.4 0.7 0.3 

休日 
昼間 53.3 52.9 52.4 -0.5 -0.9 

夜間 46.7 46.1 45.1 -1.0 -1.6 

3 

平日 
昼間 57.8 56.0 58.2 2.2 0.4 

夜間 52.1 50.2 52.3 2.1 0.2 

休日 
昼間 58.0 56.3 57.2 0.9 -0.8 

夜間 51.4 49.3 50.1 0.8 -1.3 

4 

平日 
昼間 47.9 47.5 51.9 4.4 4.0 

夜間 41.5 41.3 46.5 5.2 5.0 

休日 
昼間 48.3 47.8 51.9 4.1 3.6 

夜間 40.3 40.1 44.1 4.0 3.8 

5 

平日 
昼間 58.6 52.1 50.5 -1.6 -8.1 

夜間 52.3 45.7 44.8 -0.9 -7.5 

休日 
昼間 58.1 51.3 50.8 -0.5 -7.3 

夜間 50.6 43.5 43.0 -0.5 -7.6 

6 

平日 
昼間 59.6 57.4 57.1 -0.3 -2.5 

夜間 52.5 50.6 51.0 0.4 -1.5 

休日 
昼間 60.8 57.6 57.3 -0.3 -3.5 

夜間 52.8 50.2 49.1 -1.1 -3.7 

7 

平日 
昼間 59.1 56.9 52.6 -4.3 -6.5 

夜間 52.2 51.3 46.8 -4.5 -5.4 

休日 
昼間 57.9 57.5 52.8 -4.7 -5.1 

夜間 49.4 49.2 45.5 -3.7 -3.9 

8 

平日 
昼間 58.5 55.6 59.1 3.5 0.6 

夜間 53.3 50.2 52.8 2.6 -0.5 

休日 
昼間 59.1 57.0 58.2 1.2 -0.9 

夜間 52.0 50.4 51.2 0.8 -0.8 

9 

平日 
昼間 59.1 54.9 52.5 -2.4 -6.6 

夜間 53.3 49.1 46.6 -2.5 -6.7 

休日 
昼間 58.9 55.2 52.3 -2.9 -6.6 

夜間 52.4 48.6 45.2 -3.4 -7.2 

10 

平日 
昼間 54.8 52.9 59.6 6.7 4.8 

夜間 49.5 49.1 54.1 5.0 4.6 

休日 
昼間 55.2 53.8 58.9 5.1 3.7 

夜間 48.0 47.9 52.1 4.2 4.1 

注）時間区分 昼間：7 時～22 時、夜間：22 時～翌日 7 時  
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表 5-4 (2) 事後調査結果と予測結果、事前調査結果との差 

測線
番号 

休日
平日 

時間
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 
環境 
保全 
目標 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査結果 

事後調査結果 
予測結果 
との差 

事前調査結果
との差 

11 

平日 
昼間 62.5 57.4 54.0 -3.4 -8.5 

騒
音
レ
ベ
ル
の
状
況
を
改
良
前
よ
り
改
善
す
る
こ
と 

夜間 56.4 51.3 48.4 -2.9 -8.0 

休日 
昼間 62.1 57.3 53.1 -4.2 -9.0 

夜間 55.4 50.5 45.4 -5.1 -10.0 

12 

平日 
昼間 70.5 64.8 63.6 -1.2 -6.9 

夜間 64.6 58.9 57.3 -1.6 -7.3 

休日 
昼間 71.1 65.4 62.7 -2.7 -8.4 

夜間 64.6 58.9 55.1 -3.8 -9.5 

13 

平日 
昼間 58.4 52.1 50.7 -1.4 -7.7 

夜間 52.7 46.5 44.7 -1.8 -8.0 

休日 
昼間 58.9 52.3 50.5 -1.8 -8.4 

夜間 51.8 45.2 42.6 -2.6 -9.2 

14 

平日 
昼間 60.8 56.5 52.0 -4.5 -8.8 

夜間 54.8 50.5 46.3 -4.2 -8.5 

休日 
昼間 61.3 57.0 51.8 -5.2 -9.5 

夜間 53.9 49.2 44.5 -4.7 -9.4 

15 

平日 
昼間 54.7 54.5 55.7 1.2 1.0 

夜間 49.2 49.2 49.4 0.2 0.2 

休日 
昼間 55.5 54.7 55.6 0.9 0.1 

夜間 49.4 49.4 48.9 -0.5 -0.5 

16 

平日 
昼間 56.0 55.0 58.4 3.4 2.4 

夜間 51.3 50.7 51.7 1.0 0.4 

休日 
昼間 56.4 55.3 58.7 3.4 2.3 

夜間 50.0 49.7 52.1 2.4 2.1 

17 

平日 
昼間 55.4 50.5 51.2 0.7 -4.2 

夜間 50.3 45.7 44.5 -1.2 -5.8 

休日 
昼間 55.4 50.8 51.2 0.4 -4.2 

夜間 48.5 44.0 44.4 0.4 -4.1 

18 

平日 
昼間 52.7 47.4 46.6 -0.8 -6.1 

夜間 48.0 46.7 40.5 -6.2 -7.5 

休日 
昼間 52.2 46.8 47.1 0.3 -5.1 

夜間 46.2 44.1 40.5 -3.6 -5.7 

19 

平日 
昼間 57.3 52.3 58.4 6.1 1.1 

夜間 54.2 52.3 54.0 1.7 -0.2 

休日 
昼間 57.2 52.7 58.4 5.7 1.2 

夜間 52.9 51.7 53.5 1.8 0.6 

21 

平日 
昼間 53.8 51.4 56.2 4.8 2.4 

夜間 47.9 47.1 50.4 3.3 2.5 

休日 
昼間 55.2 52.5 55.6 3.1 0.4 

夜間 49.1 48.0 48.2 0.2 -0.9 

注）時間区分 昼間：7 時～22 時、夜間：22 時～翌日 7 時 
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表 5-4 (3) 事後調査結果と予測結果、事前調査結果との差 

測線
番号 

休日
平日 

時間
区分 

等価騒音レベル（デシベル） 
環境 
保全 
目標 

事前調査
結果 

予測結果 
事後調査結果 

事後調査結果 
予測結果 
との差 

事前調査結果
との差 

20 
１F 

平日 
昼間 56.2 45.1 56.9 11.8 0.7 騒

音
レ
ベ
ル
の
状
況
を
改
良
前
よ
り
改
善
す
る
こ

と 

夜間 48.8 37.9 50.4 12.5 1.6 

休日 
昼間 55.1 44.4 56.3 11.9 1.2 

夜間 47.2 37.6 47.9 10.3 0.7 

20 
2F 

平日 
昼間 62.1 55.4 59.9 4.5 -2.2 

夜間 54.1 48.1 53.7 5.6 -0.4 

休日 
昼間 59.8 53.1 59.2 6.1 -0.6 

夜間 51.9 46.2 51.2 5.0 -0.7 

20 
4F 

平日 
昼間 60.1 57.7 63.0 5.3 2.9 

夜間 52.4 50.3 56.9 6.6 4.5 

休日 
昼間 58.9 56.7 62.4 5.7 3.5 

夜間 50.5 49.4 54.2 4.8 3.7 

注）時間区分 昼間：7 時～22 時、夜間：22 時～翌日 7 時 
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5.2.3  振動 

列車の走行に係る振動の事後調査結果について、平成 28 年 3 月評価書の予測結果及び事

前調査結果との比較を表 5-5 に示す。この比較結果より、環境保全措置の効果の不確実性

は小さいと考える。 

事後調査結果の振動ピークレベルは、予測結果と比較して-12～3 デシベル、事前調査結

果と比較して-8～7 デシベルの増減となっている。また、環境保全目標である 70 デシベル

との整合は図られている。 

なお、事前調査結果と比較して、振動ピークレベルが比較的大きく増加した No.9（3デシ

ベル増加）及び No.16（5 デシベル増加）においては、一般に人が振動を感じ始める感覚閾

値（55デシベル）を超えていなかった。 

以上のことから、列車の走行に係る振動は、周辺環境に著しい影響を及ぼしていないもの

と考える。 

表 5-5 事後調査結果と予測結果、事前調査結果との差 

測
線 
番
号 

平日 
休日 

振動ピークレベル（デシベル） 
環境 
保全 
目標 

事前調査 
結果 

予測結果 
事後調査結果 

事後調査 
結果 

予測結果 
との差 

事前調査 
結果との差 

1 
平日 57 61 56 -5 -1 

70 
デ 
シ 
ベ 
ル 
以 
下 

休日 56 60 56 -4 0 

2 
平日 52 54 47 -7 -5 
休日 52 54 48 -6 -4 

3 
平日 56 56 55 -1 -1 
休日 55 55 56 1 1 

4 
平日 51 54 47 -7 -4 
休日 50 53 48 -5 -2 

5 
平日 53 54 54 0 1 
休日 53 54 54 0 1 

6 
平日 49 53 45 -8 -4 
休日 52 56 44 -12 -8 

7 
平日 56 59 55 -4 -1 
休日 55 58 56 -2 1 

8 
平日 53 54 49 -5 -4 
休日 52 53 49 -4 -3 

9 
平日 50 51 53 2 3 
休日 50 51 53 2 3 

10 
平日 53 54 50 -4 -3 
休日 53 54 51 -3 -2 

11 
平日 57 59 56 -3 -1 
休日 55 57 56 -1 1 

12 
平日 62 62 63 1 1 
休日 62 62 62 0 0 

13 
平日 59 63 51 -12 -8 
休日 59 63 51 -12 -8 

14 
平日 51 52 50 -2 -1 
休日 50 51 51 0 1 

15 
平日 54 55 55 0 1 
休日 55 55 56 1 1 

16 
平日 47 49 52 3 5 
休日 47 49 51 2 4 

17 
平日 52 55 51 -4 -1 
休日 52 55 52 -3 0 

18 
平日 51 55 49 -6 -2 
休日 51 55 50 -5 -1 

19 
平日 59 60 58 -2 -1 
休日 58 59 57 -2 -1 

20 
平日 55 60 61 1 6 
休日 54 59 61 2 7 

21 
平日 47 50 46 -4 -1 
休日 47 50 47 -3 0 
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第6章  事後調査の委託を受けた事業者の氏名及び住所 

氏名 ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 

住所 大阪市淀川区西中島 5丁目 4番 20号 
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【調査地点位置図】   資-1 

【列車本数、平均走行速度】  資-22 

 

  



 

 

 

 



 

資-1 

 

【調査地点位置図】 

表-1 調査地点位置図 

測線 No. 1 住所 京都市伏見区深草大亀谷六躰町 

測定日時 平日：令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13時 

休日：令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 

 



 

資-2 

 

表-2 調査地点位置図 

測線 No. 2 住所 京都市伏見区桃山町正宗 

測定日時 平日：令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13時 

休日：令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 

 



 

資-3 

 

表-3 調査地点位置図 

測線 No. 3 住所 京都市伏見区桃山福島太夫北町 

測定日時 平日：令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13時 

休日：令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-4 調査地点位置図 

測線 No. 4（沿道は農地） 住所 京都市伏見区桃山町伊賀 

測定日時 平日：令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13時 

休日：令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-5 調査地点位置図 

測線 No. 5 住所 京都市伏見区桃山町新町 

測定日時 平日：令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13時 

休日：令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-6 調査地点位置図 

測線 No. 6 住所 宇治市木幡正中 

測定日時 平日：令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15時 

休日：令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-7 調査地点位置図 

測線 No. 7 住所 宇治市木幡中村 

測定日時 平日：令和 5年 5月 16日 13 時～5 月 17日 13時 

休日：令和 5年 5月 20日 13 時～5 月 21日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-8 調査地点位置図 

測線 No. 8 住所 宇治市木幡中村 

測定日時 平日：令和 5年 6月 7日 13 時～6月 8 日 13時 

休日：令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13時 

天候 平日：曇り 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-9 調査地点位置図 

測線 No. 9 住所 宇治市木幡南端 

測定日時 平日：令和 5年 6月 7日 13 時～6月 8 日 13時 

休日：令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13時 

天候 平日：曇り 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-10 調査地点位置図 

測線 No. 10 住所 宇治市五ケ庄平野 

測定日時 平日：令和 5年 6月 7日 13 時～6月 8 日 13時 

休日：令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13時 

天候 平日：曇り 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-11 調査地点位置図 

測線 No. 11 住所 宇治市莵道出口 

測定日時 平日：令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15時 

休日：令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-12 調査地点位置図 

測線 No. 12 住所 宇治市莵道荒槇 

測定日時 平日：令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15時 

休日：令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 

 



 

資-13 

 

表-13 調査地点位置図 

測線 No. 13 住所 宇治市宇治里尻 

測定日時 平日：令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15時 

休日：令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-14 調査地点位置図 

測線 No. 14 住所 宇治市大久保町久保 

測定日時 平日：令和 5年 4月 12日 15 時～4 月 13日 15時 

休日：令和 5年 4月 22日 13 時～4 月 23日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-15 調査地点位置図 

測線 No. 15（現状宅地） 住所 城陽市久世芝ケ原 

測定日時 平日：令和 5年 4月 4日 13 時～4月 5 日 13時 

休日：令和 5年 4月 8日 13 時～4月 9 日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-16 調査地点位置図 

測線 No. 16 住所 城陽市久世芝ケ原 

測定日時 平日：令和 5年 4月 4日 13 時～4月 5 日 13時 

休日：令和 5年 4月 8日 13 時～4月 9 日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-17 調査地点位置図 

測線 No. 17 住所 城陽市寺田正道 

測定日時 平日：令和 5年 4月 4日 13 時～4月 5 日 13時 

休日：令和 5年 4月 8日 13 時～4月 9 日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-18 調査地点位置図 

測線 No. 18（農地） 住所 井手町多賀帽子田 

測定日時 平日：令和 5年 4月 4日 13 時～4月 5 日 13時 

休日：令和 5年 4月 8日 13 時～4月 9 日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-19 調査地点位置図 

測線 No. 19（農地） 住所 井手町井手池ノ上 

測定日時 平日：令和 5年 4月 4日 13 時～4月 5 日 13時 

休日：令和 5年 4月 8日 13 時～4月 9 日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-20 調査地点位置図 

測線 No. 20 住所 京都市伏見区桃山町松平筑前 

測定日時 平日：令和 5年 5月 30日 13 時～5 月 31日 13時 

休日：令和 5年 5月 27日 13 時～5 月 28日 13時 

天候 平日：晴れ 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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表-21 調査地点位置図 

測線 No. 21 住所 宇治市五ケ庄折坂 

測定日時 平日：令和 5年 6月 7日 13 時～6月 8 日 13時 

休日：令和 5年 6月 17日 13 時～6 月 18日 13時 

天候 平日：曇り 

休日：晴れ 

平
面
図 

 

 

横
断
図 

事前調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後調査 
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【列車本数及び平均走行速度】 

 

表-22(1) 列車本数及び平均速度 

測線 

番号 
キロ程 上・下 

平・ 

休日 
時間帯 

列車本数 平均速度 

予測 事後 
種別 

平日事前 休日事前 予測 平日事後 休日事後 

（本） （本） （km/h） （km/h） （km/h） （km/h） （km/h） 

1 29ｋ470ｍ 上り 

平日 
昼間 174 176 上・普通 50 50 65 55 56 

夜間 26 26 上・快速 56 56 85 72 72 

休日 
昼間 168 170 下・普通 50 50 55 55 55 

夜間 20 18 下・快速 56 55 85 75 74 

2 29ｋ140ｍ 下り 

平日 
昼間 174 176 上・普通 65 67 80 71 71 

夜間 26 26 上・快速 74 79 90 76 75 

休日 
昼間 168 170 下・普通 67 66 75 70 70 

夜間 20 18 下・快速 65 62 90 79 79 

3 28ｋ520ｍ 下り 

平日 
昼間 174 176 上・普通 68 68 75 71 70 

夜間 26 26 上・快速 72 72 75 70 70 

休日 
昼間 168 170 下・普通 68 69 75 69 68 

夜間 20 18 下・快速 57 55 75 71 68 

4 27ｋ110ｍ 上り 

平日 
昼間 174 177 上・普通 53 54 80 69 71 

夜間 26 25 上・快速 69 71 80 75 76 

休日 
昼間 169 170 下・普通 61 61 75 67 69 

夜間 19 18 下・快速 64 65 95 72 73 

5 26ｋ060ｍ 上り 

平日 
昼間 174 177 上・普通 71 72 75 69 70 

夜間 26 25 上・快速 71 73 85 68 71 

休日 
昼間 170 170 下・普通 70 72 75 70 72 

夜間 20 18 下・快速 71 72 80 75 74 

6 24ｋ500ｍ 上り 

平日 
昼間 174 177 上・普通 57 57 65 64 65 

夜間 26 25 上・快速 68 69 90 71 72 

休日 
昼間 170 169 下・普通 52 52 75 59 63 

夜間 20 19 下・快速 65 66 75 69 71 

7 23ｋ810ｍ 上り 

平日 
昼間 174 177 上・普通 53 54 80 70 69 

夜間 25 25 上・快速 77 81 85 76 78 

休日 
昼間 170 169 下・普通 49 50 60 60 60 

夜間 20 19 下・快速 78 79 85 77 74 

8 23ｋ700ｍ 下り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 63 60 85 73 74 

夜間 25 25 上・快速 79 76 85 74 74 

休日 
昼間 168 169 下・普通 56 55 65 64 64 

夜間 20 19 下・快速 77 76 85 73 71 

9 23ｋ400ｍ 上り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 70 67 85 69 70 

夜間 25 25 上・快速 72 69 80 69 71 

休日 
昼間 169 169 下・普通 62 60 70 68 68 

夜間 21 19 下・快速 71 74 85 68 64 

10 22ｋ300ｍ 上り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 45 45 85 69 70 

夜間 25 25 上・快速 57 57 95 72 72 

休日 
昼間 168 170 下・普通 58 57 65 66 67 

夜間 20 18 下・快速 56 56 75 74 75 

11 21ｋ200ｍ 上り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 72 70 75 73 75 

夜間 25 25 上・快速 73 73 80 73 74 

休日 
昼間 167 170 下・普通 74 73 85 70 70 

夜間 19 18 下・快速 73 73 90 71 71 
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表-22(2) 列車本数及び平均速度 

測線 

番号 
キロ程 上・下 平・ 

休日 

時間帯 

列車本数 平均速度 

予測 事後 
種別 

平日事前 休日事前 予測 平日事後 休日事後 

（本） （本） （km/h） （km/h） （km/h） （km/h） （km/h） 

12 20ｋ780ｍ 上り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 69 69 70 67 65 

夜間 25 25 上・快速 71 68 75 69 68 

休日 
昼間 168 170 下・普通 67 69 75 67 67 

夜間 20 18 下・快速 69 67 75 69 69 

13 20ｋ230ｍ 上り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 48 49 70 62 61 

夜間 25 25 上・快速 49 50 70 69 67 

休日 
昼間 169 170 下・普通 63 65 80 60 61 

夜間 19 18 下・快速 71 71 85 68 66 

14 16ｋ160ｍ 下り 

平日 
昼間 162 166 上・普通 72 72 85 70 70 

夜間 22 22 上・快速 75 76 95 78 80 

休日 
昼間 164 166 下・普通 56 56 70 67 67 

夜間 20 18 下・快速 54 53 95 76 78 

15 15ｋ240ｍ 下り 

平日 
昼間 162 166 上・普通 66 68 70 70 73 

夜間 22 22 上・快速 71 74 80 75 76 

休日 
昼間 165 166 下・普通 63 66 80 63 67 

夜間 19 18 下・快速 72 78 95 61 67 

16 15ｋ180ｍ 上り 

平日 
昼間 162 166 上・普通 65 65 70 70 71 

夜間 22 22 上・快速 69 71 80 73 73 

休日 
昼間 165 166 下・普通 61 62 80 61 64 

夜間 19 18 下・快速 71 76 90 57 61 

17 14ｋ790ｍ 上り 

平日 
昼間 162 166 上・普通 43 43 50 53 54 

夜間 22 22 上・快速 42 44 50 52 54 

休日 
昼間 165 166 下・普通 48 47 60 47 48 

夜間 19 18 下・快速 50 49 65 43 45 

18 9ｋ060ｍ 上り 

平日 
昼間 114 114 上・普通 43 44 80 60 63 

夜間 20 20 上・快速 68 82 90 67 68 

休日 
昼間 111 112 下・普通 55 57 60 60 61 

夜間 17 16 下・快速 71 77 90 76 80 

19 7ｋ840ｍ 下り 

平日 
昼間 114 114 上・普通 68 68 70 66 69 

夜間 20 20 上・快速 70 70 75 68 67 

休日 
昼間 111 112 下・普通 58 57 90 51 50 

夜間 17 16 下・快速 72 74 95 67 69 

20 27ｋ890ｍ 上り 

平日 
昼間 174 177 上・普通 37 36 55 57 57 

夜間 26 25 上・快速 37 36 75 69 69 

休日 
昼間 168 170 下・普通 33 32 75 66 65 

夜間 20 18 下・快速 33 32 75 71 69 

21 22ｋ220ｍ 下り 

平日 
昼間 175 177 上・普通 45 47 85 71 70 

夜間 25 25 上・快速 58 58 95 74 72 

休日 
昼間 168 170 下・普通 60 60 70 69 70 

夜間 20 18 下・快速 60 61 85 77 78 

 


